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中山豊教授　略歴・業績

学歴

1971年 3月 新潟県立高田高等学校普通科卒業
1971年 4月 東京外国語大学外国語学部ドイツ語学科入学
1973年 9月～ 1974年 8月　文部省給費留学生としてエアランゲン大学留学
1976年 3月 東京外国語大学外国語学部ドイツ語学科卒業
1976年 4月 東京外国語大学大学院修士課程外国語学研究科入学
1978年 3月 同課程修了，文学修士の学位を取得
1981年 9月～ 1983年 8月　DAAD給費生としてミュンヘン大学に留学
2004年 4月～ 2005年 3月　ミュンヘン大学客員研究員（慶應義塾派遣留学）

職歴

1978年 4月 玉川大学文学部外国語学科助手
1980年 4月 玉川大学文学部外国語学科専任講師に昇任
1986年 4月 玉川大学文学部外国語学科助教授に昇任
2000年 4月 慶應義塾大学文学部に助教授として着任
2004年 4月 慶應義塾大学文学部教授に昇任
2006年 4月 慶應義塾大学大学院文学研究科委員

兼任講師経歴

1984年 4月～ 1986年 3月 東京外国語大学外国語学部非常勤講師
1985年 4月～ 1989年 3月 東京工業大学非常勤講師
1986年 4月～ 1989年 3月 国学院大学経済学部非常勤講師
1986年 4月より現在まで 中央大学法学部非常勤講師
1989年～ 1993年（各半期） NHKラジオドイツ語講座（入門編）講師
1992年 4月～ 1996年 3月 東京大学教養学部非常勤講師
1993年 4月～ 2000年 3月 慶應義塾大学経済学部非常勤講師

その他（学会・教育活動など）

1.　1985年～ 1986年　ドイツ文法理論研究会機関紙『エネルゲイア』編集委員
2.　1986年～ 1989年　日本独文学会語学ゼミナール実行委員
3.　1987年～ 1989年　日本独文学会教育部会会報編集委員
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4.　1987年～ 1990年　  国際ドイツ語学・文学学会（IVG）東京大会第 4部門
（Kontrastive Syntax）準備運営係

5.　1993年～ 1994年　ドイツ語学文学振興会ドイツ語技能検定試験出題委員
6.　1997年～ 2001年　日本独文学会機関紙『ドイツ文学』編集委員

業績

Ⅰ．論文
1.　1980年 10月  「現代ドイツ語の文肢省略について―動詞価論と伝達機能

論―」『ドイツ文学』第 65号，106–115頁．
2.　1984年  5月  「ドイツ語における主語」『日本独文学会教育部会会報』第

25号，35–38頁．
3.　1984年  7月  「語順類型論より見た日本語とドイツ語」『玉川大学教育研

究所所報』第 5号，13―18頁．
4.　1986年  9月  「文法問題―私家版ドイツ語文法」『日本独文学会教育部会

会報』第 30号，46–48頁．
5.　1990年 10月  「ナチズムの言語」『日本独文学会教育部会会報』第 38号，

21–28頁．
6.　2001年  6月  「ドイツ語の価値―欧州言語年 2001に寄す―」『藝文研究』

第 80号，278–263頁（91–106頁）．
7.　2001年 12月  „Die Mehrsprachigkeit in der Schweiz“『藝文研究』第81号，

292–276頁（121–137頁）．
8.　2002年  3月  „Die Zukunft der deutschen Sprache“『ドイツ文学』第

108号，1–11頁．
9.　2003年  3月  „Einleitungskonjunktionen und Modusgebrauch in 

Finalsätzen“『慶應義塾大学日吉紀要　ドイツ語学・文学』
第 36号，63–73頁．

10.　2003年  6月  「ドイツ語新正書法 §34の問題」『藝文研究』第 84号，
242–227頁（1–16頁）．

11.　2003年 11月  「ドイツ語新正書法は受け入れられたか？」『慶應義塾大学
日吉紀要　ドイツ語学・文学』第 37号，25–37頁．

12.　2005年 10月  「ドゥーデンドイツ語正書法辞典―だれのための正書法か」
『日本独文学会研究叢書』038号，47–61頁．

13.　2005年 12月  「ドイツ語の絶対比較級」『藝文研究』第 91号第 2分冊，
298–315頁．

14.　2011年  3月  「ドイツ語の『不在構文』について」『慶應義塾大学日吉紀
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要　ドイツ語学・文学』第 47号，151–167頁．
15.　2017年  3月  「ドイツ語の『願望文』」『慶應義塾大学　日吉紀要　ドイ

ツ語学・文学』第 54号，35–48頁．

Ⅱ．著書
1996年 10月　   『コレクションドイツ語第 8巻文法』監修：岩崎英二郎．白水社．

（348頁）
【2007年 2月『中級ドイツ文法―基礎から応用まで』白水社．（349頁）に改訂】

Ⅲ．編集・執筆辞典
1.　1982年 3月   『デイリーコンサイス独和辞典』（共同執筆）編者：早川東

三．三省堂．（728頁）［Rの項を主に担当］
2.　1994年 1月   『プログレッシブ独和辞典』（共同執筆）編集委員：小野寺

和夫他．小学館．（1524頁）［Bremse~bügeln; Stellungな
どを担当］

3.　1994年 5月   『ドイツ言語学辞典』（編集委員／共同執筆）編集主幹：川
島敦夫．紀伊國屋書店．（1527 頁）［Abstrichmethode, 
affiziertes vs. effiziertes Objekt, Agens, Akkusativ mit 
I n f i n i t i v ,  E r s a t z i n f i n i t i v ,  E r s a t z p r o b e , 
Herausstellungsstruktur, Konjunktion, operationales 
Verfahren, Sprache des Nationalsozialismus, Satzdefinition, 
Verschiebeprobeなど主として統語論に関する項目を執筆
するほか，欧文文献目録・和独対照表の作成にも関与］

Ⅳ．書評
1986年 5月   「Gerhard Helbig / Joachim Buscha : Deutsche Grammatik. Ein 

Handbuch für den Ausländerunterricht. 8., neubear- beitete Aufl. 
L e i p z i g :  V E B  Ve r l a g  E n z y k l o p ä d i e  1 9 8 4 ,  7 3 7  S . 
Redaktionsschluß: September 1981.」『日本独文学会教育部会会
報』第 29号，50–53頁．

Ⅴ．口頭発表
1.　1984年 8月 28日　   „Aspekte der Wortsemantik“　於 日本独文学会主催語

学ゼミナール
2.　1986年 5月 15日　   「ドイツ語教育の今日的問題―文法問題」於 日本独文
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学会 61年度春季学会
3.　1998年 3月 20日　   「カリキュラム改編と外国語教育―玉川大学の場合」 於 

ドイツ語教育研究会第 69回例会
4.　2005年 5月  4日　   「ドゥーデンドイツ語正書法辞典の変遷―ドイツ語正

書法の統一と分裂」 於 日本独文学会第 59回春季学会
5.　2009年 3月 14日　   「正書法を通して見るドイツ語（・）世界」 於 言語理

論研究会（東京外国語大学）
6.　2012年 8月 22日　   「Die orthographische / orthografische Landschaft nach 

der sogenannten ‚/ so genannten Rechtschreibreform」 於 
アジアゲルマニスト会議　第2セクション「言語学」［亜
州日耳曼学学舎大会［Die Asiatische Germanistentagung 
Beijing 2012 –19.–24. August 2012］］

7.　2016年 8月 25日　   「Optatativsätze im Deutschen」於 アジアゲルマニス
ト 会 議　 第 7 セ ク シ ョ ン「Sprachwandel」[Die 
Asiatische Germanistentagung 2016 Seoul］

Ⅵ．執筆・編纂教科書
1.　1980年 10月   編注『H. Spoerl: Der Gasmann』三修社．
2.　1988年  4月   共編『Grimm: Deutsche Sagen und Balladen』朝日出版社．
3.　1989年  4月   『NHKラジオドイツ語講座 4月号（入門編）』日本放送出

版協会．
4.　1989年  5月   『NHKラジオドイツ語講座 5月号（入門編）』日本放送出

版協会．
5.　1989年  6月   『NHKラジオドイツ語講座 6月号（入門編）』日本放送出

版協会．
6.　1989年  7月   『NHKラジオドイツ語講座 7月号（入門編）』日本放送出

版協会．
7.　1989年  8月   『NHKラジオドイツ語講座 8月号（入門編）』日本放送出

版協会．
8.　1989年  9月   『NHKラジオドイツ語講座 9月号（入門編）』日本放送出

版協会．
9.　1990年 10月   『NHKラジオドイツ語講座 10月号（入門編）』日本放送出

版協会．
10.　1990年 11月   『NHKラジオドイツ語講座 11月号（入門編）』日本放送出

版協会．
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11.　1990年 12月   『NHKラジオドイツ語講座 12月号（入門編）』日本放送出
版協会．

12.　1991年  1月   『NHKラジオドイツ語講座 1月号（入門編）』日本放送出
版協会．

13.　1991年  2月   『NHKラジオドイツ語講座 2月号（入門編）』日本放送出
版協会．

14.　1991年  3月   『NHKラジオドイツ語講座 3月号（入門編）』日本放送出
版協会．

15.　1991年  4月   『NHKラジオドイツ語講座 4月号（入門編）』日本放送出
版協会．

16.　1991年  5月   『NHKラジオドイツ語講座 5月号（入門編）』日本放送出
版協会．

17.　1991年  6月   『NHKラジオドイツ語講座 6月号（入門編）』日本放送出
版協会．

18.　1991年  7月   『NHKラジオドイツ語講座 7月号（入門編）』日本放送出
版協会．

19.　1991年  8月   『NHKラジオドイツ語講座 8月号（入門編）』日本放送出
版協会．

20.　1991年  9月   『NHKラジオドイツ語講座 9月号（入門編）』日本放送出
版協会．

21.　1992年 10月   『NHKラジオドイツ語講座 10月号（入門編）』日本放送出
版協会．

22.　1992年 11月   『NHKラジオドイツ語講座 11月号（入門編）』日本放送出
版協会．

23.　1992年 12月   『NHKラジオドイツ語講座 12月号（入門編）』日本放送出
版協会．

24.　1993年  1月   『NHKラジオドイツ語講座 1月号（入門編）』日本放送出
版協会．

25.　1993年  2月   『NHKラジオドイツ語講座 2月号（入門編）』日本放送出
版協会．

26.　1993年  3月   『NHKラジオドイツ語講座 3月号（入門編）』日本放送出
版協会．

27.　1993年  2月   共著『Neuer Weg zum Deutschen』三修社．
28.　1994年  4月   共編『Themen für japanische Studenten』朝日出版社．
29.　2010年  3月   『明快ドイツ文法』白水社．



160

Ⅶ．雑誌寄稿
1.　1993年  1月   「間接話法」Mein Deutsch［＝MD］43, Nr.9, 10–13頁．
2.　1993年  2月   「mein型冠詞類の独立用法」MD 43, Nr.10, 12–13頁．
3.　1993年  3月   「手段・目的の表現」MD 43, Nr.11, 15–17頁．
4.　1993年  5月   「Grüß Gott!」MD 44, Nr.1, 44–47頁．
5.　1993年  6月   「Lesen Sie auch mit?」MD 44, Nr.2, 50–53頁．
6.　1993年  7月   「Hirbels Kampf gegen den Hausmeister」MD44, Nr.3, 

32–35頁．
7.　1993年  8月   「Hirbel  ver l ie r t  das  e rs te  Gefecht  gegen Herrn 

Schoppenstecher」MD 44, Nr.4, 32–35頁．
8.　1993年  9月   「再帰動詞」MD 44, Nr.5, 12–13頁．
9.　1993年  9月   「Schoppenstechers Hühner」MD 44, Nr.5, 32–35頁．

10.　1993年 10月   「Die Hühner werden hypnotisiert」MD 44, Nr.6, 28–31頁．
11.　1993年 11月   「zu不定句」MD 44, Nr.7, 4–7頁．
12.　1993年 11月   「Herr Schoppenstecher weint」MD 44, Nr.7, 32–35頁．
13.　1993年 12月   「比較級・最高級」MD 44, Nr.8, 10–11頁．
14.　1993年 12月   「Hirbel ist nicht faul」MD 44, Nr.8, 30–33頁．
15.　1994年  1月   「要求話法」MD 44, Nr.9, 18–19頁．
16.　1994年  2月   「als ob―まるで…かのように」MD 44, Nr.10, 16–17頁．
17.　1994年  5月  「Thomas und Steffi sind Deutsche」MD 45, Nr.1, 46–49頁．
18.　1994年  6月  「Steffis Lernmethode」MD 45, Nr.2, 50–53頁．
19.　1994年  7月  「Steffis Lernmethode (Fortsetzung)」MD 45, Nr.3, 32–35頁．
20.　1994年  8月  「Thomas zeigt einem Japaner die Stadt München」MD 45, 

Nr.4, 32–35頁．
21.　1994年  9月  「Compüterübersetzung」MD 45, Nr.5, 32–35頁．
22.　1994年 10月  「Spricht man Fremdsprachen für die Imagepflege?」MD 

45, Nr.6, 32–35頁．
23.　1994年 11月  「Noch nicht!」MD 45, Nr.7, 34–37頁．
24.　1994年 12月  「Noch nicht! (Fortsetzung)」MD 45, Nr.8, 32–35頁．
25.　1995年  2月  「接続法とは何か」MD 45, Nr.10, 14–15頁．
26.　2005年  7月  「「新正書法」または悪書法のこと」Brunnen Nr.434, 6–9頁．
27.　2009年 11月  「Der Deutschen „aktuellste“ Orthographie (Ortho- 

grafien?)」Echo Nr. 25, 31–35頁．
28.　2014年  4月  「語楽のすゝめ―フランス語，ドイツ語，中国語の学び

方」三色旗 No.793, 2–3頁．


